










惑 星 	 木星、土星（ゴールデンウィーク後）、火星
星 な ど 	 �プロキオン、デネボラ、アークトゥルス
星 団 	 �M44（プレセペ、散開星団）、M13（球状星団）
惑星状星雲 	 M57（リング状星雲）
星形成領域 	 M8（遅い時間帯）
銀 河 	 M81、M51、M104（ソンブレロ）

～季節の主な観望天体～
時期、時間帯により見えないことがあります

惑星
�太陽系の天体で、地球もそのひとつ。みな太陽のま
わりをまわっており（公転）、その軌道の内側から
順に、水星、金星、地球、火星、木星、土星、天王
星、海王星となる。2006年までは海王星の外をま
わる冥王星も惑星と分類されたが、現在では準惑星
という分類になっている。可視光では、太陽の光を
反射して光っているといってよい。木星から外の巨
大惑星には環があるが、観望会では土星の環しかみ
えない。最大の惑星は木星（地球半径の10倍）。土
星の環は地球半径の約20倍だが、厚みは100m以
下ともいわれる。すばる望遠鏡の活躍もあり、木星、
土星の衛星はそれぞれ50個以上確認されている。
恒星
�中心での核反応をエネルギー源として、みずから光
る星。太陽は恒星の中では標準的で、半径は地球の
109倍、質量は33万倍（密度では何倍になるか?）。
一等星は、数百光年以内の太陽のような普通の星も
多いが、デネブ、リゲルなどもっと遠くのものもあ
る。望遠鏡でみると二つ以上見えるものが重星であ
るが、単に同じ方向にみえるが距離はまったく異な
るものもある。星の一生のうち最後の短い期間は赤
色巨星とよばれる赤く巨大で明るい星として過ごす。
惑星状星雲
�太陽系の惑星とはまったく関係がなく、星の一生の
最後のステージである。質量により終末現象は異な
る。惑星状星雲は太陽程度の軽い星の終末。なんら
かの対称性が見えることが多い。重い星の終末は超
新星爆発と考えられている。恒星内部で生産された
元素はこのプロセスで宇宙空間に広がる。

星団
�恒星の集団。あえて大きく分ければ、古い星の大規
模（典型的には数十万個）集団の球状星団と、若い
星の小規模集団の散開星団となる。散開星団は天の
川沿いにあり、夏の空にも冬の空にも見られる。カ
タログなどで知られる星団は多くは天の川でできた
ものだが、例外もあって、これらは天の川の形成の
歴史の研究には重要である。
銀河
�恒星の大集団であるが、恒星間の空間には水素や一
酸化炭素のガス、暗黒物質などを含む。階層構造と
しては銀河は上記の諸天体を含んだ一ランク大きな
階層になる。楕円銀河、渦巻き銀河、サイズの小さ
な矮小銀河に大別される。天の川は我々の太陽が所
属する銀河で、約1000億個の星を含み、典型的な
大きさの渦巻き銀河である。
１光年
�光が一年かけて進む距離。光速は毎秒30万kmであ
るから一年の秒数（ほぼ円周率かける千万秒）をか
けると約10兆kmと求まる。
等級
�天体の明るさを示す。数字が1つ大きくなるごとに
約2.5分の1の明るさになる（暗くなる）。5等級の
違いが明るさの100倍に相当する。伝統的にはこと
座のベガを（ほぼ）0等級としてこれを基準に明る
さを測ってきた。
天体カタログ
�メシエ天体カタログ：1780年ころフランス人の天
文学者メシエにより出版された天体カタログで110
個がリストされているが2つは欠番となっている。
NGC：New general catalogの略で1888年にドレイ
ヤーによりまとめられた7840個の天体のカタログ。
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カリーナ星雲（ESO VLT望遠鏡による）。4,5ページの見開きはハッブル宇宙望遠鏡とCTIO天文台によるもの。天体を対応付けてみよう。
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